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岡田君の論文は. ErRh4B4 と HoMo6 S S および、HoMo6SeS で代表される強磁性超伝導体と呼ばれる物
質の薄膜および表面の静的磁化過程と電磁波に対する動的応答の理論を与えたものである。強磁性超伝
導体とは希土類元素の原子の磁気モーメントの整列によって作られる強磁性状態と遷移元素の原子位置
に振幅をもっ伝導電子の超伝導状態の競争と部分的共存によって種々の特徴をもった電磁特性を発揮す
る物質で. 1977年の発見以来理論・実験両面で活発に研究されている。これらの物質では温度を下げる
とまず超伝導状態に転移する。超伝導状態では磁気モーメント間の強磁性的相互作用が遮蔽され強磁性
とは両立しないので，強磁性状態はより低温で超伝導を破壊して出現する。しかし超伝導電子で遮蔽し
きれない相互作用(フーリエ変換したときの短波長成分)があるので，それより高温で空間的に振動す
る磁気秩序が超伝導と共存する形で出現する。また表面では表面付近に局在する磁気秩序がある温度領
域で存在する乙とも乙れまでに理論的に予言されている。
岡田君は薄膜および表面の電磁特性を研究したが，薄膜および表面を取り上げた理由は，外部磁場の
浸入の仕方が通常の超伝導体と異なる点に着目したからであると思われる。すなわち外部磁場で誘起さ
れた磁化が超伝導電子で遮蔽しきれない相互作用によって外部磁場の影響を内部に振動的に伝えるから
である。岡田君はゼロ磁場から，外部磁場がかなり強く，量子化された磁束が物質内部に浸入する混合
状態までの磁化過程を，表面の存在が超伝導電子による磁気モーメント聞の相互作用の遮蔽および磁束
聞の相互作用におよぼす影響を取り入れて詳細に考察した口その結果磁化過程が薄膜の厚さに強く依存
することを結論し，また幾つかの薄膜特有の現象を理論的に予測する乙とができた口電磁波に対する動
的応答については，反射，透過係数や表面インピーダンスを計算して，薄膜では反射，透過係数が特異
な膜厚依存性を示す乙とを予言し，また乙れらの量が磁気転移温度付近で異常性を示す乙とを明らかにした。
岡田君の論文は，強磁性超伝導体の特異な物'性の一つの側面を解明したもので理論研究としてその成
果は高く評価することができ，今後の研究に資するところ大であるので，理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認められる。
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